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E-28 気管チューブのカフ圧低下とその機序に関する検討
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【目的】気管チューブ (TT)のカフ圧は 20

~30c州20 に維持することが推奨されている.

しかしカフ圧は徐々に低下するため，1日

に数回は補正が必要といわれている今回わ

れわれは， 2種類の TTを使用して.カフ圧の

変化に遭いがあるかどうかを比較するとと

もに.低下の機序について検討した.

【方法】， .人工呼吸のために気管挿管が必

要な患者 20例を対象として.カフ圧の変化
と補正回数を検討した.TTは大容量・低圧力

フのMa11 i nckrodt社製Hi-LoEvacチューブ
(以下 Hi-Lo)とPortex社製 profi 1 e cuff 
チューブ(以下Profile)の2種類を使用し.
TTの選択は無作為に行った.気管挿管後.力

フ圧が25cmH20になるように空気を注入した
その後は2時間毎にカフ圧を測定し20c耐20
以下に低下した場合に， 25cmH20になるよう

に補正し低下値と一日の補正回数を記録し

た.カフ圧の測定はパイロットバルーンに三

方活栓を介して接続した力フ圧計 (Hi-Loハ
ンドカフ圧ゲージ，Ma 11 i nckrodt社製)を用

いて行った.2.内径20mmのモデル気管(真

円形)に内径7.5mmのHi-LoとProfileを挿
管して.時間経過によるカフ圧低下と TTを

1. Ocm移動させたときの力フ圧の変化を記録

した.【結果】， . Hi-Lo群(10例)ではProfi1 e 
群(10例)に比べ，挿管当日のカフ圧の低下

が著しかった(Hi-Lo群25→16c州20，Profile
群 25→20c州20;pく0.05)が，2日目以降は

両群聞で差はなかった(Hi-Lo群25→20c耐20，
Profi le群25→21c耐20).補正回数はHi-Lo

群では挿管当日が7.0土1.0回で最も多く， 2 
日目以降は4.5土1.2固でほぼ一定となった.

Profi le群では1日の補正回数は1.5~3 . 0回

で日間変動は少なく，Hi-Lo群に比べ常に補

正回数は少なかった 2.時間経過に伴うカ

フ圧の低下は Hi-Lo群で 25→22c耐20，
Profi le群で 25→23c吋i20であった.1. Ocm 

移動させた場合にProfile群ではカフ圧はほ
とんど低下しなかったのに対し Hi-Lo群で
は有意に低下した(Profile群25→22c耐20，

Hi-Lo群25→16cmH20;pく0.05).【考察】Hi-Lo
群における挿管当日の著明なカフ圧低下は，

自然脱気だけでは説明がつかないー Hiーしo群
においてカフをシールしたまま TTを1cm移
動させた場合に力フ圧が著明に低下する.従

って.挿管当日にみられるHi-Lo群の著明な

カフ圧低下の機序として.体位変換，体動，

パッキングなどにより TTの位置が移動する

ことによりカフの鍍が伸びるために生じる

ことが推察される.【まとめ】 TTの種類によ

りカフ圧の変化に違いがあるため.それぞれ

の TTの特性を理解したカフ圧管理が必要で

ある




